
西東京市の公共施設の現状

＜ 築年別施設整備量（総延床面積） ＞
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市の公共施設は、高度経済成長期の急激な人口増加により、昭和40年代から昭和50年代までにかけて

教育施設を中心に整備が進められました。

01 公共施設の老朽化
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この頃に整備された
公共施設の多くが
今後一斉に更新時
期を迎えます。
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＜施設分野別延床面積割合（市有・借家合計）＞

公共施設等（借家含む）の延床面積は約33万㎡となってお
り、そのうち小学校・中学校が最も多く、約20万㎡を占めて
います。
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西東京市の公共施設の現状

02 公共施設の将来見通し（費用）

＜ 公共施設の更新等費用推計 ＞ ２

• 市所有の公共施設の更新等を行った
場合の推計

※既存の公共施設を単純に維持管理・更新した場合

• 今後10年間の更新等に係る   

費用 約７４９億円

(１年当たり：約75億円)

⇕
近年は１年あたり40～60億円台で推移
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